
令和６年度　第１回　与進中学校運営協議会　会議録（要点記録）

1 令和６年５月２日（木）　午前９時３０分から１１時３０分まで

2 与進中学校　図書室

3 佐口　丈夫司、　栗田　孝代、　中根　その美、　間渕　宗親

杉山　和希、　松本　香里

4 小池　祥之

5 オブザーバー 石井　智也（長上協働センター所長）

6 吉田　宗弘（校長）、田中　健之（教頭）、古橋　宏直（主幹教諭）

加藤　美希（ＣＳディレクター）

7 井島　健蔵（教育総務課）

8 なし

9 会議録作成者 ＣＳディレクター　加藤　美希

10 議長の選出 佐口会長へ議長の依頼をし、全員意義なく承認した。

11

（１）与進中学校運営基本方針について

（２）今年度の目標と今後の運営協議会について

12

　司会の古橋主幹教諭から、委員総数７人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、

会議が成立している旨の報告があった。

（１）与進中学校運営基本方針について

　佐口議長の指示により、吉田校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があり

委員からは、以下の発言があった。

・入学式に参列した時、不登校の生徒がいるのが気になった。登校できるように少しでも生徒と

　保護者の力になりたい。（栗田委員）

→栗田委員と中根委員は話しやすく、行動力のある方々なので生徒や保護者の悩みがあれば学校

　運営協議会でも協力する。（佐口議長）

・グランドデザインがとてもわかりやすい。保護者と地域の方の協働を望む。（中根委員）

・協働センターでは組織と人をつなげている。地域の皆さんのお役に立つよう活動しているので

　学校で困った事があれば連絡してほしい。（協働センター石井所長）

（２）今年度の目標と今後の運営協議会について

・ゴミ問題。資源を守る活動教育が鍛えられるといい。（佐口議長）

・昨年からPTAの資源物回収がなくなったので、お年寄りの家庭から出る資源ゴミの回収に困って
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　いる。アイデアがほしい。（栗田委員）

　→お年寄りの家庭から出る資源ゴミは、回収されないとただのゴミになる。

　回収できるシステムができるといい。（佐口議長）

　→実際、お年寄りの生活において不便なところ、大変なところが多々ある。このことを生徒たち

　にも知ってもらいたい。（中根委員）

・与進小、与進北小はボランティア活動を活発にやっている。与進中でもボランティア活動を取り

　上げてもらいたい。また、発達支援学級の様子を皆さんに知ってもらいたい。

　学生の離職率が高い今、小さい頃から企業を知り勉強し働く職場に生かすことは良いこと。10年

　続いている職場体験は続けてほしい。（佐口議長）

・今年の目標は「CSの活動を知ってもらう」でどうか。（中根委員）

・CSを通して自分たちが当事者であることを自覚してほしいし、関心を持ってもらいたい。

　（栗田委員）

・令和５年度の自己評価の課題として「情報の発信が未達成」である。今年度はどんなことが発信

　できるのか。運営協議会として「知る活動」から「発信を意識した活動」へと変える必要がある。

　そうでないと発信したとしても内容が乏しくなる。（間渕委員）

　→学校から何か活動の提案をしてもらい、今年の最後には活動の報告をし、次に繋げられると

　　いい。（栗田委員）

　 　→ＣＳも携わっていないとわからないことがあるので、CS活動を発信すべき。安間川遊水地広場

　　の管理・運営についても理解してもらいたい。（佐口議長）

今年の目標は「CS活動の発信」になる。

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。

・グランドデザインのどこを強化しているのか意識し、今後の活動をお願いしたい。

（教育総務課　井島）

その他報告事項

　司会の古橋主幹教諭から、次回会議は、令和６年７月１0日（水）午前９時３０分から図書室で

　開催する旨の報告があった。


